
平
成

15
年

７
月

３
日

の
降

雨
（時

間
雨

量
50

m
m

相
当

）
に

対
し

て
、

浸
水

被
害

が
頻

発
し

て
い

る
３

地
区

で
床

上
・床

下
浸

水
を

概
ね

解
消

す
る

こ
と

を
目

標
と

し
、

関
係

部
局

が
連

携
し

て
様

々
な

対
策

を
実

施
し

た
結

果
、

平
成

23
年

度
末

時
点

で
概

ね
目

標
が

達
成

さ
れ

ま
し

た
。

第
１

期
（

H
19

～
H
23

）
の

取
組

平
成

16
年

６
月

30
日

の
降

雨
（
時

間
雨

量
6
5m

m
相

当
）に

対
し

て
、

２
地

区
（
石

脇
川

下
流

工
区

及
び

斎
場

周
辺

地
区

＆
国

道
15

0号
及

び
周

辺
地

区
）の

床
上

浸
水

を
概

ね
解

消
し

、
国

道
1
50

号
の

通
行

不
可

を
回

避
す

る
こ

と
を

目
標

と
し

、
関

係
部

局
が

連
携

し
て

対
策

を
進

め
た

結
果

、
国

道
1
50

号
の

通
行

不
可

が
解

消
さ

れ
ま

し
た

。

第
２

期
（

H2
4～

）
の

取
組

全
国

的
に

は
、
平

成
1
6
年

６
月

3
0
日

の
時

間
雨

量
6
5
㎜

を
超

え
る

よ
う

な
大

雨
が

各
地

で
降

っ
て

い
る

た
め

、
住

民
の

皆
さ

ん
と

協
働

し
た

さ
ら

な
る

減
災

対
策

が
必

要
で

す
!!

実
際

の
雨

に
基

づ
く

効
果

平
成

2
6
年

1
0
月

の
台

風
1
8
号

で
は

、
過

去
に

浸
水

が
あ

っ
た

豪
雨

と
同

程
度

の
雨

量
が

観
測

さ
れ

ま
し

た
が

、
浸

水
被

害
は

減
少

し
、

国
道

1
5
0
号

の
冠

水
に

よ
る

通
行

止
め

も
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。 H
1
5
.7
.3

H
1
6
.6
.3
0

H
26

.1
0
.6

第
1
期

目
標

降
雨

第
2
期

目
標

降
雨

台
風

１
８

号
降

雨

時
間

最
大

雨
量

5
2
m
m

6
5
.5
m
m

4
5
m
m

2
4
時

間
最

大
雨

量
1
7
6m

m
2
14

m
m

3
0
4
.5
m
m

国
道

1
5
0 号

片
側

通
行

止
め

１
１

時
間

通
行

止
め

通
行

止
め

無
し

0

2
0

4
0

6
0

8
0

H
1
5
.7
.3

H
1
6
.6
.3
0

H
2
6
.1
0.
6

浸水戸数（単位：戸）

床
下

浸
水

床
上

浸
水

８
戸

９
戸

浸
水

被
害

が
減

少
!!

5
7
戸

5
8
戸

２
戸

１
戸

石
脇

ト
ン

ネ
ル

上
流

地
区

石
脇

川
下

流
工

区
及

び
斎

場
周

辺
地

区

高
草

川
の

東
海

道
線

下
や

新
幹

線
下

の
川

幅
の

狭
く
な

っ
て

い
る

箇
所

の
川

幅
を

広
げ

、
よ

り
多

く
の

水
を

速
や

か
に

流
せ

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

（
第

１
期

整
備

済
）

東
海

道
本

線
下

の
高

草
川

改
修

前
改

修
前

改
修

後
改

修
後

高
草

川
と

石
脇

川
の

水
の

一
部

を
朝

比
奈

川
へ

持
っ

て
い

く
こ

と
に

よ
り

、
高

草
川

に
流

れ
る

水
の

量
を

減
ら

し
、

下
流

で
の

氾
濫

を
軽

減
し

ま
す

。
（
第

１
期

整
備

済
）

北
部

排
水

路


高

草
川

ネ
ッ

ク
部

（
川

幅
の

狭
い

部
分

）
の

改
修

石
脇

川
の

川
底

を
掘

っ
て

水
を

多
く
流

せ
る

よ
う

に
改

修
し

ま
す

。
ま

た
、

石
脇

川
に

つ
な

が
る

支
川

水
路

や
下

水
道

も
水

が
多

く
流

せ
る

よ
う

に
整

備
し

ま
す

。
（
第

１
期

浜
当

目
雨

水
幹

線
下

流
整

備
済

）
（
第

２
期

斎
場

周
辺

水
路

整
備

中
）

石
脇

川
下

流
工

区


北

部
排

水
路

整
備

国
道

1
5
0
号

及
び

周
辺

地
区


石

脇
川

下
流

工
区

改
修

洪
水

処
理

施
設

の
整

備

●
石

脇
川

や
高

草
川

の
川

幅
の

狭
い

場
所

を
改

修
し

、
川

の
水

が
速

や
か

に
流

れ
る

よ
う

に
し

ま
す

●
浸

水
の

多
い

場
所

か
ら

石
脇

川
へ

至
る

排
水

路
や

下
水

道
（
雨

水
き

ょ
）
な

ど
の

整
備

を
行

い
ま

す

流
出

抑
制

対
策

●
公

共
・
公

益
施

設
等

を
活

用
し

雨
水

貯
留

浸
透

施
設

を
設

置
し

、
川

や
下

水
道

へ
の

雨
水

の
流

出
を

抑
制

し
ま

す

●
無

秩
序

な
開

発
を

抑
制

す
る

と
と

も
に

、
農

地
や

山
林

を
保

全
し

、
現

状
の

貯
留

・
保

水
機

能
を

保
持

し
ま

す

浸
水

被
害

軽
減

対
策

●
雨

量
・
水

位
の

情
報

提
供

や
、

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

配
布

に
よ

り
、

地
域

の
防

災
意

識
の

向
上

を
図

り
ま

す

●
水

防
活

動
の

充
実

を
図

り
、

水
害

時
の

被
害

を
最

小
限

に
と

ど
め

ま
す

●
下

水
道

（
汚

水
き

ょ
）
を

整
備

し
て

石
脇

川
の

水
質

改
善

を
図

る
と

と
も

に
、

下
水

道
整

備
区

域
の

各
世

帯
お

よ
び

工
場

な
ど

に
つ

い
て

下
水

道
へ

の
接

続
を

推
進

し
ま

す

●
地

域
の

協
力

を
得

て
、

生
活

排
水

へ
の

取
り

組
み

、
河

川
美

化
活

動
へ

の
取

り
組

み
を

行
い

ま
す

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

の
体

系

石
脇

川
下

流
部

の
環

境
対

策

ハ
ー

ド
対

策
ハ

ー
ド

対
策

ソ
フ

ト
対

策
ソ

フ
ト

対
策

３
地

区
で

の
ハ

ー
ド

対
策

総 合 的 治 水 対 策

水
災

害
対

策
プ

ラ
ン

イ
メ

ー
ジ

出
典

：国
土

地
理

院
航

空
写

真

資
料

2
-3



・
Ｈ

1
6
年

6
月

3
0
日

豪
雨

に
対

し
て

、
国

道
1
5
0号

の
冠

水
に

よ
る

通
行

不
可

が
回

避
で

き
る

高
さ

ま
で

道
路

を
嵩

上
げ

し
ま

す
。

・
高

草
川

遊
水

地
を

整
備

し
、

高
草

川
か

ら
の

越
流

を
軽

減
し

ま
す

。

《
令

和
元

年
度

の
取

組
》

・
H

2
8
年

度
に

国
道

1
5
0
号

の
嵩

上
げ

が
完

了
し

ま
し

た
。

・
高

草
川

遊
水

地
の

整
備

を
引

続
き

実
施

し
ま

し
た

。

・
第

1
期

5
ヵ

年
で

実
施

し
た

ハ
ー

ド
対

策
で

当
初

の
目

標
は

達
成

し
て

お
り

、
引

き
続

き
地

域
防

災
力

の
維

持
・
向

上
に

努
め

る
た

め
、

ソ
フ

ト
対

策
を

重
点

的
に

実
施

し
ま

す
。

・
新

た
に

有
効

な
対

策
に

つ
い

て
も

検
討

し
ま

す
。

《
令

和
元

年
度

の
取

組
》

・
流

域
内

で
陸

閘
操

作
訓

練
な

ど
継

続
的

な
取

組
を

実
施

し
ま

し
た

。

・
斎

場
周

辺
水

路
の

整
備

（
ポ

ン
プ

増
設

含
む

）
を

実
施

し
ま

す
。

・
石

脇
川

下
流

工
区

の
改

修
を

行
い

ま
す

。

《
令

和
元

年
度

の
取

組
》

・
斎

場
周

辺
水

路
の

整
備

を
引

き
続

き
実

施
し

ま
し

た
。

・
H

2
8
年

度
に

当
目

小
橋

の
架

替
が

完
了

し
、

石
脇

川
改

修
（
護

岸
整

備
）
を

引
き

続
き

実
施

し
ま

し
た

。

（
主

な
対

策
と

実
施

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

）

（
主

な
対

策
と

実
施

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

）

（
主

な
対

策
と

実
施

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

）

第
２

期
（H

2
4
～

）の
対

策
と

令
和

元
年

度
の

取
組

水
位

時
刻

水
位

時
刻

水
位

時
刻

水
位

セ
ン

サ
ー

市
役

所

パ
ソ

コ
ン

に
て

水
位

監
視

静
岡

県
の

Ｈ
Ｐ

で
、

県
下

の
雨

量
・
水

位
デ

ー
タ

の
公

表
を

し
て

い
ま

す
。

（
Ｓ

ＩＰ
Ｏ

Ｓ
-
Ｒ

Ａ
Ｄ

Ａ
Ｒ

）

■
パ

ソ
コ

ン
で

Ｕ
Ｒ

Ｌ
：h

tt
p
:/

/
si

p
o
s.

sh
iz

u
o
ka

2
.jp

/
si

po
s/

地
区

毎
で

実
施

す
る

今
後

の
対

策
は

・・
・

護
岸

や
排

水
機

場
、

水
門

等
の

機
能

を
確

保
す

る
た

め
に

、
適

切
な

維
持

管
理

を
行

い
ま

す
。

流
域

で
の

ソ
フ

ト
対

策


皆

様
の

声
を

ぜ
ひ

お
聞

か
せ

下
さ

い
。
お

待
ち

し
て

い
ま

す
。

・
静

岡
県

島
田

土
木

事
務

所
企

画
検

査
課

TE
L：
0
5
4
7
‐3
7
‐5
2
7
2

・
〃

工
事

第
２

課
TE
L：
0
5
4
7
‐3
7
‐1
0
8
6

・
焼

津
市

河
川

課
TE
L：
0
5
4
‐6
2
6
‐1
1
1
8

・
藤

枝
市

河
川

課
TE
L：
0
5
4
‐6
4
3
‐3
1
1
1（

代
表

）


ア
ク

シ
ョ
ン

プ
ラ

ン
の

H
P
 U
R
L：
h
tt
p
:/
/d
o
b
o
ku
.p
re
f.
sh
iz
u
o
ka
.jp

/d
e
sa
ki
2
/s
h
im

ad
a
/o
sh
ir
as
e
/0
7
0
6
01

/a
ct
io
n
.h
tm

l

平
成

3
0
年

５
月

に
「志

太
榛

原
地

域
大

規
模

氾
濫

減
災

協
議

会
」を

設
立

し
ま

し
た

。
「水

防
災

意
識

社
会

の
再

構
築

」に
向

け
て

、
石

脇
川

・高
草

川
流

域
を

含
む

島
田

土
木

事
務

所
管

内
の

全
市

町
・全

流
域

を
対

象
と

し
た

減
災

協
議

会
で

す
。

「水
防

災
意

識
社

会
の

再
構

築
」と

は
、

「堤
防

な
ど

の
施

設
で

は
防

ぎ
き

れ
な

い
大

洪
水

は
必

ず
発

生
す

る
。

」
と

の
前

提
に

た
っ

て
、

大
洪

水
が

発
生

し
た

場
合

で
も

、
逃

げ
遅

れ
を

な
く
す

、
経

済
被

害
を

最
小

化
す

る
な

ど
、

減
災

に
向

け
た

取
組

を
社

会
全

体
で

推
進

す
る

取
組

で
す

。
U
R
L:
h
tt
p
:/
/d
o
b
o
ku
.p
re
f.
sh
iz
u
o
ka
.j
p
/d
e
sa
ki
2
/s
h
im

ad
a/
to
p
ic
s/
su
b
_
ge
n
n
sa
ik
yo
gi
ka
i.h

tm
l

石
脇

川
下

流
工

区
及

び
斎

場
周

辺
地

区

石
脇

ト
ン

ネ
ル

上
流

地
区

国
道

1
5
0
号

及
び

周
辺

地
区


水

害
版

図
上

訓
練

（
Ｒ

-
Ｄ

ＩＧ
）の

実
施


焼

津
市

水
位

監
視

シ
ス

テ
ム

の
構

築

「
地

域
防

災
力

」
の

向
上

を
目

的
に

、
地

域
住

民
の

方
に

水
害

時
や

事
前

の
対

応
を

学
ん

で
い

た
だ

く
訓

練
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

ま
た

、
そ

の
成

果
と

し
て

『
手

作
り

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
』
を

作
成

し
て

い
ま

す
。

（
※

R
-
D

IG
：
R
iv

e
r（

河
川

）
,D

is
as

te
r（

災
害

）
,Im

ag
in

at
io

n
（
想

像
力

）
,G

am
e
（
ゲ

ー
ム

）
の

略
）


雨

量
・水

位
デ

ー
タ

の
公

表
（
県

）


河

川
管

理
施

設
等

の
適

切
な

維
持

管
理

河
川

水
位

を
常

時
観

測
し

て
い

ま
す

。
今

後
は

水
位

情
報

等
の

見
え

る
化

を
推

進
し

て
い

き
ま

す
。

こ
れ

に
よ

り
、

住
民

の
み

な
さ

ん
の

自
主

的
な

避
難

に
役

立
て

て
い

た
だ

く
こ

と
を

考
え

て
い

ま
す

。

左
の

Q
R
コ

ー
ド

を
携

帯
電

話
で

読
み

取
っ

て
く
だ

さ
い

。
携

帯
電

話
版

サ
イ

ポ
ス

レ
ー

ダ
ー

に
ア

ク
セ

ス
し

ま
す

。

※
お

近
く
の

雨
量

は
中

港
、

河
川

水
位

は
入

江
橋

（
瀬

戸
川

）
で

ご
確

認
く
だ

さ
い

。

■
携

帯
電

話
で

静
岡

県
の

水
位

、
雨

量
、

気
象

情
報

を
確

認
す

る
な

ら
静

岡
県

の
水

位
、

雨
量

、
気

象
情

報
を

確
認

す
る

な
ら

サ
イ

ポ
ス

レ
ー

ダ
ー

検
索

今
年

度
に

差
替

！

平
成

2
8
年

７
月

2
8
日

に
東

益
津

第
1
6
自

治
会

の
住

民
の

皆
さ

ん
と

水
害

版
図

上
訓

練
を

実
施

し
ま

し
た

。

上
り

線

(ニ
)石

脇
川

分
水

工
焼

津
市

浜
当

目
地

先

H
3
0

R
1

R
2

R
3

R
4

○
斎

場
周

辺
水

路
の

整
備

（
ポ

ン
プ

増
設

含
む

）

○
石

脇
川

下
流

工
区

の
改

修

環 境
対 策

○
下

水
道

（
汚

水
渠

）
の

整
備

施
策

メ
ニ

ュ
ー

第
２

期
計

画

ハ ー ド 対 策

水 位 低 下 対 策

床
上

浸
水

被
害

解
消

H
2
9
完

了

H
3
0

R
1

R
2

R
3

R
4

○
国

道
１

５
０

号
の

嵩
上

げ

○
高

草
川

遊
水

地
の

整
備

（
国

道
1
5
0
号

嵩
上

分
　

～
H

2
8
）

（
高

草
川

越
流

軽
減

分
 ～

R
4
）

施
策

メ
ニ

ュ
ー

第
２

期
計

画

ハ ー ド 対 策

水 位 低 下 ・ 冠 水 対 策

国
道

1
5
0
号

通
行

不
可

回
避

（
H

28
完

了
）

高
草

川
遊

水
地

暫
定

供
用

（
H

2
8）

高
草

川
遊

水
地

本
格

供
用

H
30

R
1

R
2

R
3

R
4

○
雨

量
・
水

位
監

視
シ

ス
テ

ム
の

構
築

及
び

情
報

共
有

○
水

害
版

図
上

訓
練

の
実

施
及

び
手

作
り

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

作
成

・
配

布

施
策

メ
ニ

ュ
ー

第
２

期
計

画

ソ フ ト 対 策

継
続

的
に

実
施

継
続

的
に

実
施

（二
）
高

草
川

遊
水

地
焼

津
市

高
崎

地
先



※
具

体
的

な
対

策
内

容
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

調
査

・
検

討
等

に
よ

り
変

更
と

な
る

場
合

が
あ

る
。

県
境

市
町

村
境

流
域

境

■
河

川
に

お
け

る
対

策
全
体
事

業
費

約
３

，
２

６
６
億

円
対
策
内

容
堤
防

整
備

、
河
道

掘
削
、

橋
梁
改

築
等

■
ソ

フ
ト

対
策

・
被

害
軽

減
対

策
（

避
難

場
所

や
経

路
に

関
す

る
情

報
の

周
知

、
住

民
の

防
災

意
識

向
上

の
た

め
の

取
組

）
・

ソ
フ

ト
対

策
の

た
め

の
整

備
（

危
機

管
理

型
水

位
計

・
監

視
カ

メ
ラ

の
設

置
・

増
設

）
等

■
流

域
に

お
け

る
対

策
・

流
出

抑
制

対
策

（
既

存
ダ

ム
２

ダ
ム

に
お

け
る

事
前

放
流

等
の

実
施

・
体
制

構
築

（
関

係
者

：
国

、
土

岐
川

防
災

ダ
ム

一
部

事
務

組
合
な

ど
）

、
貯

留
管

等
の

整
備

）
・

土
砂

災
害

対
策

（
砂

防
施

設
の

整
備

）
・

内
水

被
害

軽
減

策
（

雨
水

排
水

網
の

新
設

・
増

強
、

ポ
ン

プ
場

の
新

設
・

増
強

）
・

早
期

復
旧

に
備

え
た

対
策

（
防

災
拠

点
の

整
備

、
緊

急
河

川
敷

道
路

の
整

備
）

・
頻

発
・

激
甚

化
す

る
自

然
災

害
に

対
応

し
た

「
安

全
な

ま
ち

づ
く

り
」

に
向

け
た

取
組

を
検

討
等

○
令
和
元
年
東
⽇
本
台
⾵
で
は
、
各
地
で
戦
後
最
⼤
を
超
え
る
洪
⽔

に
よ
り
甚
⼤
な
被
害
が
発
⽣
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
庄
内
川
⽔
系

に
お
い
て
も
、
事
前
防
災
対
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

以
下
の
取
り
組
み
を
実
施
し
、
国
管
理
区
間
に
お
い
て
は
、
観
測

史
上
最
⼤
と
な
っ
た
平
成

1
2年

9⽉
洪
⽔
（
東
海
豪
⾬
）
お
よ
び
平

成
元
年

9⽉
洪
⽔
と
同
規
模
の
洪
⽔
が
発
⽣
し
て
も
安
全
に
流
し
、

流
域
に
お
け
る
浸
⽔
被
害
の
軽
減
を
図
る
。

土
岐

川
圏

域

庄
内

川
上

流
圏

域

堀
川

圏
域

新
川

圏
域

※
○

○
川

は
、

県
・

政
令

市
管

理
河

川
の

代
表

的
な

箇
所

（
河

川
）

を
示

し
た

も
の

で
あ

る
。

土
岐

川
・
肥

田
川

・小
里

川
等

の
堤

防
整

備
、

河
道

掘
削

等

新
川

・五
条

川
・
地

蔵
川

等
の

堤
防

整
備

、
河

道
掘

削
、

ポ
ン

プ
場

の
新

設
・
増

強
、

洪
水

調
節

池
の

整
備

等

八
田

川
、

矢
田

川
等

の
堤

防
整

備
、

河
道

掘
削

等

堀
川

等
の

堤
防

整
備

、
河

道
掘

削
等

流
出

抑
制

対
策

等

砂
防

施
設

の
整

備
（
庄

内
川

砂
防

）

庄
内

川
水

系
流

域
治

水
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
【

位
置

図
】

～
東

西
を

繋
ぎ

、
日

本
経

済
を

支
え

る
名

古
屋

都
市

圏
を

水
害

か
ら

守
る

流
域

治
水

対
策

～ 雨
水

調
整

池
の

整
備

（
●

●
市

）

流
域
治

水
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の
イ

メ
ー

ジ



短
期

中
期

狭
窄

部
下

流
の

名
古

屋
市

街
地

等
を

守
る

河
道

掘
削

庄
内

川
河

川
事

務
所

愛
知

県
・

岐
阜

県

狭
窄

部
上

流
の

多
治

見
市

街
地

等
を

守
る

河
道

掘
削

庄
内

川
河

川
事

務
所

愛
知

県
・

岐
阜

県

狭
窄

部
対

策
（

橋
梁

改
築

）
庄

内
川

河
川

事
務

所
愛

知
県

●
●

の
洗

堰
改

築
庄

内
川

河
川

事
務

所

流
出

抑
制

対
策

愛
知

県
・

岐
阜

県
多

治
見

市
（

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

）
　

等

内
水

被
害

軽
減

対
策

愛
知

県
・

岐
阜

県
名

古
屋

市
（

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

）
　

等

「
安

全
な

ま
ち

づ
く

り
」

に
向

け
た

取
組

名
古

屋
市

（
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
）
　

等

被
害

軽
減

対
策

庄
内

川
河

川
事

務
所

愛
知

県
・

岐
阜

県
多

治
見

市
（

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

）
　
等

ソ
フ

ト
対

策
の

た
め

の
整

備
●

●
市

　
等

工
程

流
域

に
お

け
る

対
策

ソ
フ

ト
対

策

区
分

対
策

内
容

実
施

主
体

中
長

期

下
流

部
（
枇

杷
島

下
流

）
下

流
部

（
枇

杷
島

上
流

）

上
流

部
、

矢
田

川

庄
内

川
水
系
流
域
治
水
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
【
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
・
効
果
】

～
東
西

を
繋
ぎ
、
日
本

経
済
を
支
え

る
名
古
屋
都
市

圏
を
水
害
か

ら
守
る
流
域
治

水
対
策
～


庄

内
川

で
は

、
上

下
流

・本
支

川
の

流
域

全
体

を
俯

瞰
し

、
国

、
県

、
市

町
が

一
体

と
な

っ
て

、
以

下
の

手
順

で
「流

域
治

水
」を

推
進

す
る

。
【短

期
】

名
古

屋
市

街
地

等
で

の
重

大
災

害
の

発
生

を
未

然
に

防
ぐ

た
め

、
狭

窄
部

下
流

で
水

位
低

下
を

目
的

と
し

た
河

道
掘

削
等

を
主

に
実

施
。

【中
期

】
狭

窄
部

の
流

下
能

力
不

足
解

消
の

た
め

、
枇

杷
島

地
区

の
３

橋
梁

架
替

え
を

実
施

。
【中

長
期

】
狭

窄
部

上
流

部
の

浸
水

被
害

を
防

ぐ
た

め
、

洗
堰

改
築

や
河

道
掘

削
等

を
実

施
し

、
流

域
全

体
の

安
全

度
向

上
を

図
る

。


あ
わ

せ
て

、
日

本
経

済
を

支
え

る
産

業
集

積
地

域
で

あ
る

流
域

の
特

徴
を

踏
ま

え
、

安
全

な
ま

ち
づ

く
り

（立
地

適
正

化
計

画
に

基
づ

く
防

災
指

針
の

検
討

等
）や

内
水

被
害

軽
減

対
策

（雨
水

貯
留

施
設

の
新

設
等

）等
の

流
域

に
お

け
る

対
策

、
地

下
空

間
・地

区
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
の

活
用

等
の

ソ
フ

ト
対

策
を

実
施

。

※
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
地

区
は

今
後

追
加

予
定

。
※

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

は
今

後
の

事
業

進
捗

に
よ

っ
て

変
更

と
な

る
場

合
が

あ
る

。

気
候

変
動

を
踏

ま
え

た
更

な
る

対
策

を
推

進

現
在

下
流

部
の

河
道

掘
削

等
に

よ
り

、
清

須
市

や
名

古
屋

市
下

流
部

（
中

川
区

、
熱

田
区

等
）で

浸
水

深
・浸

水
面

積
の

減
少

名
古

屋
市

街
地

を
中

心
に

甚
大

な
被

害
が

発
生

狭
窄

部
対

策
等

に
よ

り
、

名
古

屋
市

下
流

部
（中

川
区

、
熱

田
区

等
）
で

の
浸

水
被

害
解

消

短
期

浸
水

被
害

解
消

※
直

轄
管

理
区

間
に

お
い

て
、

平
成

１
２

年
９

月
洪

水
（
東

海
豪

雨
）
と

同
規

模
の

洪

水
が

発
生

し
た

場
合

に
、

氾
濫

ブ
ロ

ッ
ク

で
被

害
最

大
と

な
る

１
箇

所
を

破
堤

さ
せ

た
場

合
の

氾
濫

想
定

範
囲

中
期

中
長

期

立
地

適
正

化
計

画
に

基
づ

く
防

災
指

針
（
多

治
見

市
）

関
係

機
関

の
連

携
強

化
（
多

治
見

市
）JR

東
海

道
本

線
新

幹
線

橋
梁

完
成

県
道

枇
杷

島
橋

完
成

名
古

屋
中

央
雨

水
調

整
池

広
川

ポ
ン

プ
場

の
完

成
（
名

古
屋

市
）

雨
水

貯
留

施
設

の
新

設
等

（
多

治
見

市
）

地
下

空
間

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

の
策

定
（
名

古
屋

市
）

危
機

管
理

型
水

位
計

の
設

置
（
●

●
市

）


